
〇
(12) 特許協力条約に基づいて公開された国際出願

(19) 世界知的所有権機関

(10) 国際公開番号
(43) 国際公開 曰

2012 年 1 月 5 日（05.01.2012) W O 2012/002073 A 1PCT

(51) 国際特許分類： (81) 指定国 （表示のない限 り、全ての種類の国内保
G02F 1/1343 (2006.01) G02F 1/1339 (2006.01) 護 が 可肯 ) : AE, AG, AL, AM, AO, AT, AU, AZ, BA,
G02F 1/1333 (2006.01) G09F 9/30 (2 6 BB, BG, BH, BR, BW, BY, BZ, CA, CH, CL, CN, CO,

CR, CU, CZ, DE, DK, DM, DO, DZ, EC, EE, EG, ES, FI,
(21) 国際出願番号： PCT/JP20 11/061902 GB, GD, GE, GH, GM, GT, HN, HR, HU, ID, IL, IN, IS,

(22) 国際出願 日： 201 1 年 5 月 24 曰(24.05.201 1) JP, KE, KG, KM, KN, KP, KR, KZ, LA, LC, LK, LR,
LS, LT, LU, LY, MA, MD, ME, MG, MK, MN, MW,

(25) 国際出願の言語： 日本語 MX, MY, MZ, NA, NG, NI, NO, NZ, OM, PE, PG, PH,
PL, PT, RO, RS, RU, SC, SD, SE, SG, SK, SL, SM, ST,(26) 国際公開の言語： 日本語
SV, SY, TH, TJ, TM, TN, TR, TT, TZ, UA, UG, US, UZ,

(30) 優先権データ： VC, VN, ZA, ZM, ZW.
特願 2010-146825 2010 年 6 月 2 8 曰（28.06.2010) JP (84) 指定国 （表示のない限 り、全ての種類の広域保

(71) 出願 人 （米 国 を除 く全 ての指定 国 につ いて）： 護 が可肯^: ARIPO (BW, GH, GM, KE, LR, LS, MW,
シ ャ ー プ 株 式 会 社 (Sharp Kabushiki Kaisha) MZ, NA, SD, SL, SZ, TZ, UG, ZM, ZW), ユー ラシア
[JP/JP]; 亍5458522 大阪府大阪市阿倍野 区長池町 (AM, AZ, BY, KG, KZ, MD, RU, TJ, TM), ョ一 ロッパ
2 2 2 2 号 Osaka (JP). (AL, AT, BE, BG, CH, CY, CZ, DE, DK, EE, ES, FI, FR,

GB, GR, HR, HU, IE, IS, IT, LT, LU, LV, MC, MK, MT,
(72) 発明者；および

NL, NO, PL, PT, RO, RS, SE, SI, SK, SM, TR), OAPI
(75) 発明者/出願人 （米国についてのみ )：久田 祐子

(BF, BJ, CF, CG, CI, CM, GA, GN, GQ, GW, ML, MR,
(HISADA Yuhko) [JP/ —]. 澤田 裕宣（SAW ADA Hi- NE, SN, TD, TG).
ronobu) [JP/— ] . 森永 潤 一（MORINAGA Junich り
[JP/ —]. 田 勝滋 (ASADA Katsushige) [JP/ —]. 添付公開書類：

(74) 代理 人：特 許業務法 人 ぎ富 国際特 許事務 所 一 国際調査報告 （条約第 2 1 条 (3))

(YASUTOMI & Associates); 亍5320003 大阪肘大阪
巿淀川区宮原 3 丁 目 5 番 3 6 号 Osaka (JP).

(54) Title: DISPLAY PANEL AND DISPLAY UNIT

(54) 発明の名称 ：表示パネル及び表示装置

(57) Abstract: Disclosed are a display panel and

[図1] display unit that are capable of alleviating dispari
ties i n such values as response speed, permeability,13R 11R 11G 3G 11B 13B 11Y 13Y
and viewing angle by color, in addition t o provid
ing adequate brightness, as well as being manufac
tured with improved yields and applied t o such
various display modes as CPA, MVA, and IPS,. In
the display panel, a single pixel i s configured from
a plurality o f sub-pixels. The display panel i s con
figured such that, when divided into a plurality o f
quadrilateral regions, at least one o f the quadrilat
eral regions contains two or more sub-pixels. The
sub-pixels have approximately the same length on
the sides thereof that are parallel t o the short sides
o f the quadrilateral regions, and the lengths o f the
sides that are parallel t o the long sides o f the
quadrilateral regions differ b y at least one sub -pix
el.

(57) 要約：本発明は、輝度 を充分なもの と
した うえで、色 によって応答速度、透過
率、視野角等の特性 に差が生 じることを
抑制 し、 しか も製造工程 における歩留ま

25G 25B 28 25丫 リを向上することができ、 C P A 、 M V
A 、 I P S 等の種 々の表示モー ドに適用
す ることができる表示パネル及び表示装
置 を提供する。本発明の表示パネルは、

複数の副画素によって 1 つの画素が構成 され る表示パネルであって、上記表示パネルは、複数の矩形領
域に分 けた ときに、上記矩形領域の少な くとも 1 つが 2 つ以上の副画素 を含むように構成 され るもので
あ り、上記副画素は、矩形領域の短辺 と平行な辺の長 さが略同一であ り、矩形領域の長辺 と平行な辺の
長さが少な くとも 1 つの副画素で異なる表示パネルである。



明 細 書

発 明の名称 ：表示パネル及 び表示装置

技術分野

[0001 ] 本発 明 は、表示パ ネル及 び表示装置 に関す る。 よ り詳 しくは、表示パ ネル に

お ける多原色 を用 いた表示技術 に関 し、特 に 4 色 以上の 多原色 を用 いて各画

素 を構成 しつつ、高輝度かつ色再現範囲が高 い等の表示特性 を発揮 で き、 C

P A (Cont i nuous P i nwhee l A l i gnment) 、M V A (Mu l t i -doma i n Vert i ca l

A l i gnment) 、 I P S ( I n-P l ane-Swi tch i ng) 等 の種 々の表示モー ドに適応 し

得 る表示パ ネル及 び表示装置 に関す るもので ある。

背景技術

[0002] 表 示パ ネル は、一般 的に赤 （R ) 、青 （B ) 、緑 （G ) か らな る基本 3 原色

又 はそれ よ りも多 くの色単位 を含んで 1 つの画素が構成 され た もので あ り、

様 々な方式のパ ネルが実用化 され てモパ イル デ ィス プ レイパ ネルか ら大型デ

イス プ レイパ ネル まで多 くの製 品が供給 され て いる。中で も液 晶表示パ ネル

は、一対の ガラス基板等 に液 晶表示素子 を挟持 して構成 され 、薄型で軽量か

つ低消費電 力 とい った特長 を活か して、モパ イル用途や各種 のモニ タ一 、テ

レビ等 、 日常生活や ビジネス に欠かす ことので きな いもの とな って いる。近

年 においては、電子 ブ ック、 フォ トフ レーム、 I A (産 業機器 ）、 P C (パ

一 ソナル コン ピュー タ）用途等 に幅広 く採用 され て いるが、 これ らの用途 に

おいて、中小型機種への搭載 を 目的 と した、高精細 高透過率特性 を有す る

モパ イル デ ィス プ レイパ ネルが強 く要求 され る流れ にある。

[0003] この よ うな表示パ ネル と しては、 白輝度の 向上及 び 又 は色再現範囲の拡大

等 を 目的 と して色 ごとに画素面積 を変 えた、 R G B Y 画素等の 4 色 以上の 多

原色画素 を用 いた表示装置 （主 に T V 機種等） に関連す る技術が報告 され て

いる （例 えば、特許文献 1 〜 5 参 照 。 ) 。

また、 4 色 の副画素か ら構成 され る単位画素配列 をマ トリックス状 に配列 し

てカラー表示 を行 うカラー表示装置 において、各色 の総面積 は略等 しくしな



が らも、色毎に副画素の面積および数が異なつている力ラー表示装置が開示

されている （例 えば、特許文献 6 参照。）。

先行技術文献

特許文献

[0004] 特許文献1 ：国際公開第 2 0 0 7 0 6 3 6 2 0 号パ ンフレツ ト

特許文献2 ：国際公開第 2 0 0 7 0 8 8 6 5 6 号パ ンフ レツ ト

特許文献3 ：特開 2 0 0 8 _ 0 1 5 0 7 0 号公報

特許文献4 ：国際公開第 2 0 0 8 5 3 0 0 3 号パ ンフレツ ト

特許文献5 ：国際公開第 2 0 0 7 0 3 2 0 号パ ンフレツ ト

特許文献6 ：特開 2 0 0 8 _ 9 6 5 4 9 号公報

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題

[0005] 上述 した特許文献 1 〜 5 に記載の従来設計の表示パネルにおいては、 R G B

等の 3 色の液晶パネル （図 1 9 ) を R G B W 、 R G B Y 等の 4 色 （図 2 0 )

にする等、多原色化 した うえで、色によって開口率 （表示面積）を変えるこ

とで （図 2 1 ) 、通常は視感度の低い色 （R 、 B ) の面積を大きくして単色

の輝度低下をなるベ く避け （視認 しに くくし）なが らも、白輝度を向上 させ

ることで、輝度 と広色再現範囲の両方を満たすパネルを得ることができる。

なお、図 2 には面積差を 1 . 5 ：1 とした表示パネルを例示 している。 し

か しなが ら、このような従来設計の表示パネルにおいては、色毎に大きさを

変えるために、例 えば副画素をス トライプ状に配置 した表示パネルにおいて

は副画素の短辺が小 さくな り、特に高精細なパネルや、多原色化 したパネル

においては、 1 色 あた りの副画素が小 さくな り、小 さい方の副画素 （特にそ

の短辺）は更に小 さくなる。結果として、小 さい方の副画素のパターン密度

が高いことか ら歩留ま りが低下 した り、開口率が低下 して多原色化のメ リッ

トを得に くくなつた りする。また、色毎に副画素の副画素電極の径が異なる

ことか ら応答 視角特性が色毎に異なることになつて しまう。



[0006] また 、上述 した特許文献 6 に記載の カラー表示装置 は、各色 の総面積 が略等

しいもので ある。 この よ うな表示装置 は、 R G B の 3 色 ではな くR G B W 等

の 4 色 に した とい う点で、 白輝度 は 3 色 の ときよ りも高 くす る ことがで きる

。 しか しなが ら、各色 の面積 が等 しいため、単色 の輝度低 下が避 け られ な い

もので あ った。

[0007] パ ネルの精細度 を高 くす るため に副画素 を小 さ くす る場合 は、例 えば液 晶表

示パ ネル では特 に C P A (Cont i nuous P i nwhee l A l i gnment) モー ドを使用す

るのが有効 で ある。 しか しなが ら、副画素が小 さ くな る と駆動 に必要 な配線

や T F T 、配 向規制手段 （配 向分割手段）の配置 によ り非透過部の割合が増

加 し、 4 色 等の 多原色 にす る ことによる開 口率低 下の影響が大 き く、多原色

化の メ リッ トが得 られ に くい。更 に、副画素面積 を変 えるにあた り副画素電

極 の面積 を変 える と、従 来設計 では副画素電極 エ ッジ と配 向規制手段 との距

離が色 によ って異 な るもの とな る。その結 果、色 によ って応答速度 透過率

や視野角等の特性 に差が出、色付 き 斜め色付 きの原 因 とな る。更 に、多原

色 を用 いた表示技術 に関 して、 M V A ゃ I P S 等 の種 々の表示モー ドにおい

て も上述 したの と同様 な課題 を有す る ことにな る。

[0008] 本発 明は、上記現状 に鑑み てな され た もので あ り、輝度 を充分 な もの と した

うえで、色 によ って応答速度 、透過率 、視野角等の特性 に差が生 じる ことを

抑制 し、 しか も製造工程 にお ける歩留 ま りを向上す る ことがで き、 C P A 、

M V A 、 I P S 等 の種 々の表示モー ドに適用す る ことがで きる表示パ ネル及

び表示装置 を提供す る ことを 目的 とす るもので ある。

課題を解決するための手段

[0009] 本発 明者 らは、多原色 を用 いた表示技術 、特 に広色再現範囲 を 目的 とす る 4

色 以上の 多原色 によ って各画素 を構成す る技術 を C P A 、M V A 、 I P S 等

の種 々の表示モー ドに適用 した ところ、単色 の輝度低 下 をな るベ く避 けるよ

うにすれ ば上述 した課題が生 じる こと、その よ うな課題が色毎 に副画素の短

辺の大 き さが異 な り、小 さな副画素の短辺が非常 に小 さ くな つて しま うこと

に起 因す る ことに着 目 した。 これ によ り、従 来技術の構成 によ っては、多原



色 にす る ことに よ る開 口率低 下 の影 響 が大 き く、輝 度 が低 下 し、 多原色 化 の

利 点 が 充分 に得 られ な い とい う こと、 また 、歩 留 ま り （製 品の 生産 性 ） が 充

分 に優 れ た もの にな らな い ことを見 いだ した 。 そ して 、複 数 の副 画 素 に よ つ

て構 成 され る 1 つ の画 素 に お いて 、矩 形領 域 を特 定 し、矩 形領 域 の短 辺 と平

行 な辺 の長 さが 略 同一 で あ り、矩 形領 域 の長 辺 と平行 な辺 の長 さが少 な くと

も 1 つ の副 画 素 で異 な る形態 が上 記 課 題 をみ ごとに解 決 す る ことが で き る こ

とに想 到 し、本発 明 に到 達 した もの で あ る。

[001 0 ] す なわ ち、本発 明 は、複 数 の副 画 素 に よ って 1 つ の画 素 が構 成 され る表 示パ

ネル で あ って 、上 記 表 示パ ネル は、 1 つ の画 素 を含 む領 域 を複 数 の矩 形領 域

に分 けた ときに、上 記矩 形領 域 の少 な くとも 1 つ が 2 つ 以上 の副 画 素 を含 む

よ うに構 成 され る もの で あ り、上 記 副 画 素 は、矩 形領 域 の短 辺 と平行 な辺 の

長 さが 略 同一 で あ り、矩 形領 域 の長 辺 と平行 な辺 の長 さが少 な くとも 1 つ の

副 画 素 で異 な る表 示パ ネル で あ る。製 造 工程 に お ける歩 留 ま りを考 慮 す る と

、異 な るパ ター ン間 は あ る程 度 の距 離 が必 要 で あ る。 あ る同一 面積 の画 素構

成 部材 を副 画 素 内 に配置 す る場 合 、副 画 素 電極 の 辺 が 図 2 4 の よ うに短 い と

当該 画 素構 成 部材 が長 辺方 向 に長 く延 び て しま い、 開 口率 を十分 に高 め る こ

とが で きな い。 しか し短 辺 を よ り長 くす る ことが で きれ ば、 図 2 5 に示 した

よ うに よ りその 延 び を抑 えて 開 口率 を高 め る ことが で き る。

[001 ] 上 記 形 態 は、次 の （1 ) 〜 （3 ) の 3 つ の 形態 を上位 概 念 化 した もの で あ る

す なわ ち、 （1 ) 各 画 素 中 にス トライ プ状 の よ うに矩 形状 の複 数 の副 画 素 が

並 ん だ構 成 を有 す る場 合 、矩 形状 の短 辺 の長 さが 略 同一 で あ り、矩 形状 の長

辺 の長 さが少 な くとも 1 つ の副 画 素 で異 な る形態 、 （2 ) 副 画 素 がサ ブ ピク

セル 等 の副 画 素 電極 に よ って構 成 され 、 C P A 等 の 表 示 モー ドの よ うに副 画

素 電極 内 に液 晶分 子 の配 向規 制 手 段 を有 す る場 合 、配 向規 制 手 段 と副 画 素 電

極 の エ ッジ との距 離 が 同一画 素 内の 2 つ 以上 の副 画 素 に お ける副 画 素 電極 で

略 同一 で あ る形態 、 （3 ) M V A 等 の 表 示 モー ドの よ うに副 画 素 電極 内 に リ

ブ、ス リッ ト等 の 2 種 以上 の配 向規 制 手 段 を有 す る場 合 、 1 種 の配 向規 制 手



段 と他 の 1 種 の配 向規 制 手 段 との距 離 が 同一画 素 内の 2 つ 以上 の副 画 素 に お

ける副 画 素 電極 で略 同一 で あ る形態 の いずれ か の構 成 又 は これ らを組 み 合 わ

せ た構 成 の全 てが技 術 的範 囲 に含 まれ る よ うに上位 概 念 化 した もの で あ る。

本発 明 に お いて は、上 記 （1 ) 〜 （3 ) の いずれ か の構 成 又 は これ らを組 み

合 わ せ た構 成 とす る ことが 好適 で あ る。

な お、上 記 （1 ) 〜 （3 ) の いずれ か の構 成 又 は これ らを組 み 合 わ せ た構 成

は、 それ ら個 々の構 成 が 1 つ の発 明 で あ り、上 記 上位 概 念 化 した本発 明か ら

独 立 した発 明 と見 る ことも従 属 した発 明 と見 る こともで き る。

[001 2 ] 本 発 明 に お いて は、 3 色 構 成 のパ ネル に お いて も 4 色 以上 の 多原色 を用 いた

表 示パ ネル に お いて も適 用 す る ことが可 能 で あ るが 、 4 色 以上 の 多原色 を構

成 す る もの で あ る ことが 好 ま しい。す なわ ち、上 記複 数色 の副 画 素 とは、通

常 は 3 色 以上 で あ り、 4 色 以上 で あ る ことが本発 明の効 果 を発 揮 す る うえで

特 に好適 で あ る。 な お、本発 明の適 用 範 囲 と して は、 多原色 技 術 のみ に限 ら

れ る もの で はな く、例 えば、液 晶表 示パ ネル に お ける C P A モー ド等 に お い

て積 層 柱 を用 いた 形態 等 に お いて も、本発 明の効 果 を発 揮 す る ことが で き る

複 数色 の副 画 素 に よ って 1 つ の画 素 が構 成 され る とは、複 数色 の副 画 素 がパ

ネル 平 面上 に並 ん で 1 つ の画 素 と して表 示 に供 され る ことを い う。複 数色 の

副 画 素 の配 列 形態 は、ス トライ プ状 で あ って もよ く、 田の字 状 で あ って もよ

し、。 いわ ゆ るデル タ配 列 の よ うに、列 方 向がずれ た配置 にな って いて もよ い

[001 3 ] 上 記 画 素 は、 その領 域 を複 数 の矩 形領 域 に分 けた もの で あ る限 り、特 に限 定

され な いが 、長 辺及 び短 辺 が 同一 の矩 形領 域 に分 けた もの で あ る ことが 好 ま

しい。 また 、矩 形領 域 の長 辺 が 同一方 向 に並 ん で表 示パ ネル を構 成 す る形態

が 好 ま しい。 また 、上 記矩 形領 域 の いずれ もが 2 つ 以上 の副 画 素 を含 む よ う

に構 成 され る ことが 好 ま しい。 そ して 、 1 つ の画 素 を含 む領 域 を複 数 の矩 形

領 域 に分 ける もの で あ る。上 記 1 つ の画 素 を含 む領 域 は、通 常 は矩 形状 で あ

り、 その他 の画 素 の 一部 を含 ん で いて も良 いが 、 その他 の画 素 の全 部 を含 ま



な い もの で あ る。 また 、 1 つ の画 素 の外 縁 が実 質 的 に含 まれ る もの の 中で最

小 面積 で あ る ことが 好 ま しい。本 明細 書 中、画 素 を含 む 、又 は、副 画 素 を含

む とは、本発 明の作 用 効 果 を発 揮 す る もの で あ る限 り、 当該 画 素 又 は副 画 素

(以 下 、画 素 等 ともい う。） が実 質 的 に 内部 に含 まれ て いれ ば よ く、画 素 等

の _ 部 の 突起 状 部 分 等 が領 域 の外 に はみ 出 して い る もの で あ って もよ い し、

隣接 す る他 の画 素 等 の 一部 の 突起 状 部 分 等 が領 域 内 に入 り込 ん で い る もの で

あ って もよ い。矩 形領 域 の具体 的 な形態 につ いて は、後 述 す る実施 形態 に お

いて詳 しく説 明す る。 この よ うに分 けた際 の いずれ か 一通 りに お いて 、上 記

矩 形領 域 の少 な くとも 1 つ が 2 つ 以上 の副 画 素 を含 む よ うに構 成 され 、上 記

副 画 素 が該領 域 の短 辺方 向 と平行 な方 向の長 さが 同一 で あ る と ともに、上 記

矩 形領 域 の長 辺方 向 と平行 な方 向の長 さが少 な くとも一色 の副 画 素 で異 な る

もの で あれ ば よ く、上 述 した本発 明の作 用 効 果 が発 揮 され る ことにな る。

[001 4 ] 上 記 副 画 素 は、矩 形状 で あ って もよ い し、矩 形状 以外 の 形状 （例 えば、 5 角

形 以上 の 多角 形 、楕 円形等 ） で あ って もよ い し、 これ らが組 み 合 わ され た 形

態 で あ って もよ い。 な お、後 述 す る よ うに、本発 明の 好 ま しい形態 の 一 つ は

、上 記 副 画 素 が矩 形状 で あ る形態 で あ る。

上 記矩 形領 域 の短 辺方 向 と平行 な方 向の長 さが 同一 で あ る とは、本発 明の作

用 効 果 を発 揮 す る限 り、実 質 的 に 同一 で あ る形態 を含 む もの で あ る。 また 、

該矩 形領 域 の長 辺方 向 と平行 な方 向の長 さが少 な くとも一色 の副 画 素 で異 な

る とは、色 に よ って は 当該 長 さが 同一 の もの が あ って もよ く、少 な くとも一

色 に お いて 当該 長 さが他 の色 に お ける 当該 長 さ と異 な る もの で あれ ば よ い。

[001 5 ] 上 記 矩 形領 域 の短 辺 と平行 な辺 の長 さが 略 同一 で あ る とは、 あ る一 つの副 画

素 に お ける 当該 長 さを 1 0 0 ½ と した ときに、 当該 長 さ と他 の 一 つの副 画 素

に お ける上 記矩 形状 の短 辺 の長 さの差 が 土 1 0 % 以 下 で あ る ことを い う。

[001 6] 上 記 本 発 明の 形態 につ いて概 念 図 を用 いて説 明すれ ば、次 の よ うにな る。 な

お、本発 明 は、 これ らの概 念 的形態 に限 定 され る もの で な い。

図 2 6 〜 図 2 8 は 、 1 つ の 画 素 を概 念 的 に表 す もの で あ り、 図 2 6 及 び 図 2

7 は 、 4 つ の矩 形状 の副 画 素 が ス トライ プ状 に並 ん だ 形態 、 図 2 8 は 、 4 つ



の矩形状又は多角形状の副画素が田の字型に並んだ形態 を表 している。

図 2 6 については、各副画素が複数の副画素電極 によって構成 され、赤色 （

R ) の副画素が R 1 、 R 2 、 R 3 の副画素電極か らな り、緑色 （G ) の副画

素が G 1 、G 2 の副画素電極か らな り、青色 （B ) の副画素が B 1 、 B 2 、

B 3 の副画素電極か らな り、黄色 （Y ) の副画素が Y 1 、 Y 2 の副画素電極

か らなる。図中、点線で囲んだ P の範囲、すなわち、 R 1 、 R 2 、 R 3 、G

1 、G 2 の副画素電極及びグ レー （灰色）部の領域 を含んだ領域が、 1 つの

画素 を含んだ領域 を複数の矩形領域 に分 けた ときの 1 つの矩形領域 （P ) を

示 している。点線で囲んだ P ' の範囲、すなわち、 B 1 、 B 2 、 B 3 、 Y

、 Υ 2 の副画素電極及びグ レー部の領域 を含んだ領域が、 1 つの画素 を含ん

だ領域 を複数の矩形領域 に分 けた ときの 1 つの矩形領域 （Ρ ' ) を示 してい

る。 この図 2 6 の形態においては、矩形領域 （Ρ ) 及 び （Ρ ' ) が 2 つ以上

の副画素 を含むように構成 されていて、上記矩形領域の少な くとも 1 つが 2

つ以上の副画素 を含むように構成 され るという構成要件 を満た している。ま

た、副画素における矩形領域 （Ρ ) の短辺 と平行な辺、すなわち、図 2 6 に

向か って見て、矩形領域 （Ρ ) の短辺である R 1 及び G 1 の上の辺 と平行な

副画素 R 1 の上の辺の長 さ （a ) と副画素 G 1 の上の辺の長 さ （b ) とが略

同一である （a と b とが略同一の長 さ）。矩形領域 （Ρ ' ) についても同様

とな っている （c と d とが略同一の長 さ）。好ま しくは、矩形領域の短辺 と

平行な副画素の辺の長 さが全て略同一であることであ り、図 2 6 においては

、 a 、 b 、 c 及び d が全て略同一の長 さとなることである。更に、矩形領域

( P ) の長辺である R 1 、 R 2 及び R 3 の左の辺 と平行な副画素の辺の長 さ

が、赤色 （R ) の副画素及び青色 （B ) の副画素においては e とな り、緑色

( G ) の副画素及び黄色 （Y ) の副画素においては、 f とな り、矩形領域の

長辺 と平行な副画素の辺の長 さが少な くとも 1 つの副画素で異なることにな

る。 この形態の場合、矩形領域 （Ρ ' ) の長辺である Β 1 、 2 及び 3 の

左の辺を基準 と しても同様である。

本発明における上記矩形領域 とは、 このように 1 つの画素 を含んだ領域 にお



いて 、副 画 素 の 形状 や大 き さ、副 画 素 電極 の 形状 や大 き さ、配置 等 を決 定す

るた め に概 念 的 に創 出 され た もの で あ り、 この矩 形領 域 の考 え を用 いて副 画

素 及 び副 画 素 電極 を設 計 す る ことが で き る。

[001 7] 図 2 7 に つ いて は、各 副 画 素 が複 数 の副 画 素 電極 に よ って構 成 され 、赤色 （

R ) の 副 画 素 が R の 副 画 素 電極 か らな り、緑色 （G ) の 副 画 素 が G の副 画 素

電極 か らな り、青色 （B ) の 副 画 素 が B の 副 画 素 電極 か らな り、黄色 （Y )

の 副 画 素 が Y の 副 画 素 電極 か らな る。 図 中、点線 で囲 ん だ Q の範 囲 、す なわ

ち、 R 、 G の 副 画 素 電極 及 び グ レー 部 の領 域 を含 ん だ領 域 が 、 1 つ の画 素 を

含 ん だ領 域 を複 数 の矩 形領 域 に分 けた ときの 1 つ の矩 形領 域 （Q ) を示 して

い る。点線 で囲 ん だ Q ' の 範 囲 、す なわ ち、 B 、 Y の 副 画 素 電極 及 び グ レー

部 の領 域 を含 ん だ領 域 が 、 1 つ の画 素 を含 ん だ領 域 を複 数 の矩 形領 域 に分 け

た ときの 1 つ の矩 形領 域 （Q ' ) を示 して い る。

図 2 8 に つ いて は、各 副 画 素 が複 数 の副 画 素 電極 に よ って構 成 され 、赤色 （

R ) の 副 画 素 が R 1 、 R 2 、 R 3 の 副 画 素 電極 か らな り、緑色 （G ) の 副 画

素 が G 1 、 G 2 の 副 画 素 電極 か らな り、青色 （B ) の 副 画 素 が B 1 、 B 2 、

B 3 の 副 画 素 電極 か らな り、黄色 （Y ) の 副 画 素 が Y 1 、 Y 2 の 副 画 素 電極

か らな る。 図 中、点線 で囲 ん だ S の 範 囲 、す なわ ち、 R 1 、 R 2 、 R 3 、 G

1 、 G 2 の 副 画 素 電極 及 び グ レー 部 の領 域 を含 ん だ領 域 が 、 1 つ の画 素 を含

ん だ領 域 を複 数 の矩 形領 域 に分 けた ときの 1 つ の矩 形領 域 （S ) を示 して い

る。点線 で囲 ん だ S ' の 範 囲 、す なわ ち、 B 1 、 B 2 、 B 3 、 Y 1 、 Υ 2 の

副 画 素 電極 及 び グ レー 部 の領 域 を含 ん だ領 域 が 、 1 つ の画 素 を含 ん だ領 域 を

複 数 の矩 形領 域 に分 けた ときの 1 つ の矩 形領 域 （S ' ) を示 して い る。

これ ら図 2 7 及 び 図 2 8 の 形 態 に お いて も、上 記 図 2 6 の 形 態 と同様 に本発

明の構 成 を適 用 す る ことが で き る。

[001 8 ] 本 発 明 の表 示パ ネル に お ける好 ま しい形態 につ いて 以下 に詳 しく説 明す る。

上 記 表 示パ ネル は、複 数 の副 画 素 が矩 形状 で あ り、矩 形状 の長 辺 が 同一方 向

に並 ん で画 素 が構 成 され た もの で あ り、上 記 副 画 素 は、矩 形状 の短 辺 の長 さ

が 略 同一 で あ り、矩 形状 の長 辺 の長 さが少 な くとも 1 つ の副 画 素 で異 な る も



のであることが好ま しい。

このように副画素 自体 も矩形状である形態が好適である。上記矩形状の長辺

が同一方向に並ぶ とは、矩形状の長辺を介 してその両隣に矩形状の副画素が

並ぶ形態であってもよ く、矩形状の長辺が連なるように して副画素が並ぶ形

態 （言 い換 えれ ば、矩形状の短辺を介 してその両隣に矩形状の副画素が並ぶ

形態）であってもよいが、矩形状の長辺を介 してその両隣に矩形状の副画素

が並ぶ形態が好ま しい。同一方向とは、本発明の効果を発揮す る限 りにおい

て、実質的に同一である形態 を含む ものである。また、上記矩形状の短辺の

長 さが略同一 とは、ある一つの副画素における当該長 さを 1 0 0 % と した と

きに、当該長 さと他の一つの副画素における上記矩形状の短辺の長 さの差が

± 1 0 % 以下であることをいう。

本発明の表示パネルは、複数の副画素が配向規制手段 を有す る副画素電極 に

よって構成 され、少な くとも 1 つの副画素が 2 つ以上の該副画素電極 を含む

ものであ り、上記表示パネルにおける画素 を平面視 した場合に、配向規制手

段 と副画素電極のエ ッジとの距離が同一画素内の 2 つ以上の副画素における

副画素電極で略同一であることが好ま しい。

このように、各色が更に複数の副画素電極 を有 している場合、副画素電極 は

同一の T F T で駆動 されていてもよい し、同 じ信号線 （ソースバスライン）

と走査線で駆動 され る別の T F T で駆動 されてもよい。また、副画素電極の

面積 （大 きさ）はほぼ同一 （略同一） と し、各色 に含まれ る副画素電極の数

を変えることによって色 によって表示画素面積 を変化 させ る形態が特に好ま

しい。上記配向規制手段は、通常は、突起状構造物、対向電極の切開部、又

は、絶縁体上に設 けられた段差部 （通常は窪み）である。また、上記略同一

とは、同一画素内の 1 つの副画素電極 における配向規制手段 と副画素電極の

エ ッジとの距離 を 1 0 0 ½ と した とき、該距離 と同一画素内の他の副画素電

極 における配向規制手段 と副画素電極のエ ッジとの距離 との差が、それぞれ

± 1 0 % 以下であることをいう。 このような形態によ り、特に C P A モー ド

等の液晶表示パネル等において、配向状態 をよ り均質に して副画素間の応答



速度の特性差 を充分 に低減す る ことがで き、また、視野角特性 を充分 に向上

す る ことがで きる。

[0020] 上 記表示パ ネル は、複 数の副画素が 2 種 以上の配 向規制手段 を有す る副画素

電極 によ って構成 され るもので あ り、上記表示パ ネル にお ける画素 を平面視

した場合 に、 1 種 の配 向規制手段 と他 の 1 種 の配 向規制手段 との距離が 同一

画素 内の 2 つ以上の副画素 にお ける副画素電極 で略 同一で ある ことが好 ま し

い。

上記副画素 は、それ ぞれ 一つの副画素電極 を有す る形態が好 ま しい。上記 1

種 の配 向規制手段 と他 の 1 種 の配 向規制手段 は、それ ぞれ が互 いに平行 な リ

ブ又 は対 向電極 の切 開部及 びス リッ ト又 は画素電極 エ ッジで ある形態が好 ま

しい。また、上記略 同一 とは、同一画素 内の 1 つの副画素電極 にお ける 1 種

の配 向規制手段 と他 の 1 種 の配 向規制手段 との距離 を 1 0 0 % と した とき、

該距離 と同一画素 内の他 の副画素電極 にお ける 1 種 の配 向規制手段 と他 の 1

種 の配 向規制手段 との距離 との差が、それ ぞれ ± 1 0 % 以下で ある ことをい

う。 この よ うな形態 によ り、特 にM V A モー ド等の液 晶表示パ ネル等 におい

て、配 向状態 をよ り均質 に して副画素間の応答速度の特性差 を充分 に低減す

る ことがで き、また、視野角特性 を充分 に向上す る ことがで きる。

[0021 ] 上 記画素 は、パ ネル主面 を平面視 した ときに、表示領域 内にお ける上記副画

素が配置 され て いる領域 以外の領域 に、矩 形状の遮光領域 を有す る ことが好

ま しい。矩 形状 とは、本発 明の効果 を発揮す る限 り、突起及 び 又 は窪み を

有 して いて もよ く、実質的に矩 形状 で あれ ばよい。言 い換 えれ ば、上記矩 形

領域 の長辺方 向 と平行 な方 向の長 さが少 な くとも一色 の副画素 で異 な り、 当

該長 さが よ り短 い副画素 において長 さが短 い分だ け生 じたスペース に遮光領

域 を配置す る形態が好 ま しい。例 えば、副画素電極 の数が少 な い副画素の非

透過領域 に、副画素電極 の数が 多い方の副画素の T F T 素子ゃ コンタク トホ

ール等の非透過部のパ ター ンを配置す る ことで、開 口率 、特 に大 きい方の副

画素の開 口率 を向上 させ る ことがで きる。上記遮光領域 は、薄膜 トランジス

タが配置 され る形態が好 ま しい。



[0022] 上記遮光領域は、柱状スぺーザが配置 される形態が好適である。特にセル厚

保持手段 として積層柱を用いる場合に、面積の小 さい方の副画素の副画素電

極を配置 していない部分に積層柱を配置する形態が好ま しい。

また、上記遮光領域は、副画素電極及び 又は補助容量配線が配置 される形

態が好適である。このような形態 とすることによ り、柱状スぺーサゃ副画素

電極及び 又は補助容量配線によって開口率が低下することを充分に防止す

ることができる。また、画素電極のない部分に柱状スぺーサを配置すること

によって、上下 リーク （副画素電極—対向共通電極 （C O M 電極）間 リーク

) を回避することができる。特に副画素が小 さい場合、上記遮光領域に、柱

状スぺーサゃ副画素電極及び 又は補助容量配線が配置 される形態は特に好

適なものとなる。

[0023] 上記表示パネルは、画素の行方向で、 1 つの画素に含まれる同一行方向の副

画素数の自然数倍 ごとに各色を示すための副画素電極の電位の極性を反転 さ

せることが好ま しい。特に、 1 つの画素に含まれる同一行方向の副画素数が

偶数個である場合、当該形態が特に好ま しい。このように単色表示時に横方

向に同一極性がな らばないように対策を行 うことによ り、横シャ ドーを回避

できる。上記形態は、駆動方法によるものであってもよく、設計によるもの

であってもよい。

[0024] 上記一対の基板の一方は、走査線 と、信号線 と、補助容量配線 と、該走査線

及び該信号線のそれぞれ と接続 された薄膜 トランジスタと、上記薄膜 トラン

ジスタと接続 された副画素電極 とを備え、上記一対の基板の他方は、対向電

極を備え、上記副画素電極は、 1 つの副画素に対応 して配置 され、上記走査

線 と上記副画素電極 とは、ゲ一 トドレイン容量 C g d を形成 し、上記信号線

と上記副画素電極 とは、ソー ス ドレイン容量 C s d を形成 し、上記補助容量

配線 と上記副画素電極 とは、補助容量 C c s を形成 し、上記副画素電極 と上

記対向電極 とは、液晶容量 C I c を形成 し、上記表示パネルの駆動時におけ

る走査線の電位差をV g としたとき、引き込み電圧 △ V d = C g d ( C

g d + C s d + C c s + C l c ) x V g p_ p、白表示時と黒表示時の △ V d の



差 ：Ω 、及び、 C c s C I c の少な くとも一つは、各色で同 じであること

が好ま しい。具体的には、面積の大 きい副画素は、そのスイ ッチング素子の

大 きさ及び補助容量の大 きさの少な くとも一つが面積の小 さい副画素のそれ

らよ りも大 きいもの とす ることが好ま しく、 このようにす ることで、 A V d

、Ω値及び C c s C I c の少な くとも一つを全色略同等にす ることができ

る。なお、上記 「面積の大 きい副画素は、そのスイ ッチング素子の大 きさ及

び補助容量の大 きさの少な くとも一つが面積の小 さい副画素のそれ らよ りも

大 きい」 とは、面積の大 きい副画素は、そのスイ ッチング素子の大 きさが面

積の小 さい副画素におけるスィ ツチング素子の大 きさよ りも大 きいか、その

補助容量の大 きさが面積の小 さい副画素における補助容量の大 きさよ りも大

きいか、又は、 これ らの組み合わせ をいう。それ によ り色 によって最適対向

電圧や補助容量の割合に差が出ないように して、焼 きつき等のない優れた表

示品位のパネル を得 ることができる。なお、走査線の電位差 V g p- pは、 | V

g h - V g I I によって表 され る （V g h は、 T F T をオ ン オ フ した際の

、走査線における最 も高 い電圧 を表 し、 V g I は、同様 に走査線における最

も低 い電圧 を表す。）。また、白表示時 と黒表示時の A V d の差 Ω は、液晶

は白表示時 と黒表示時で容量が異なることに伴 い発生す る、白表示時 と黒表

示時の d 値の差であ り、以下の式で求め られ る ：Ω = | A V d (黒） ―

∆ V d ( 白） | = | C g d ( C g d + C s d + C c s + C l c (黒）） x

V g p- p— C d ( C g d + C s d + C c s + C I c ( 白）） x V g p- p |

。なお、 C I c (黒） とは、黒表示時の C I c を意味 し、 C I c ( 白） とは

、白表示時の C I c を意味す る。

上記形態にあっては、面積の小 さい副画素の、副画素電極 を配置 していない

部分に副画素電極や補助容量 （補助容量配線）を設 ける形態が特に好適であ

る。 これ によ り、面積の小 さい副画素の実質開口部 を大 き くす ることができ

、高輝度な液晶表示装置 を得 ることができる。

上記副画素は、複数の副画素電極 を有 し、上記副画素電極 は、それぞれの面

積が同一であ り、副画素が有す る副画素電極の数が少な くとも一色の副画素



で異 な る ことが好 ま しい。 これ によ り、種 々の液 晶表示装置 において配 向状

態 をよ り均質 に して副画素間の応答速度の特性差 を充分 に低減 しつつ、副画

素の面積 を変 えて輝度 を充分 に高 いもの とす る ことがで きる。上記面積 が 同

一で ある とは、本発 明の作用効果 を発揮 で きる限 り実質的に同一で あれ ばよ

い。

[0026] 本発 明の表示パ ネル は、一対の基板 と、該一対の基板間 に挟持 され た液 晶層

とを有す る液 晶表示パ ネル で ある ことが好 ま しい。言 い換 えれ ば、表示素子

と して液 晶層 を用 いる液 晶表示パ ネル で ある ことが好 ま しい。液 晶表示パ ネ

ル に本発 明 を適用す る ことによ り、本発 明の効果 をよ り充分 に発揮す る こと

がで きる。本発 明の表示パ ネル は、 C P A モ ー ド、 M V A モ ー ドに適用 で き

る とともに、 T N (Twi sted Nemat i c ) モ ー ドにおいて も狭 い方の副画素の製

造 を簡単 に し、歩留 ま りを向上 させ る等の本発 明の効果 を発揮す る ことがで

さ る し、 T B A (Transverse Bend A l i gnment) モ 一 卜、 F F S (Fr i ngs F i e

I d Swi tch i ng) モ ー ド等の I P S モ ー ド等 に も好適 に適用可能 な もので ある

。特 に、本発 明は垂直液 晶モ ー ド （電圧無 印可 時に液 晶分子が基板平面 に対

して実質的に垂直 に配 向す るモ ー ド。中で も、 C P A モ ー ド） に好適 で あ り

、 C P A モ ー ドで多原色表示 を行 い、かつ色毎 に開 口率 を変 える場合 、特 に

本発 明の技術が不可避 とな る といえる。

[0027] 本発 明はまた、本発 明の表示パ ネル を備 える ことを特徴 とす る表示装置 で も

これ によ り、上述 した本発 明の表示パ ネル と同様 の効果 を発揮す る ことがで

きる。また、本発 明の表示装置 が備 える表示パ ネルの好 ま しい形態 は、上述

した本発 明の表示パ ネルの好 ま しい形態 と同様 で ある。

本発 明の表示パ ネル及 び表示装置 は、電子 ブ ック、 フォ トフ レーム、 I Α 、

P C 用途等の 中型 クラスの製 品で用 いる ことが特 に好 ま しい。

[0028] 上 述 した各形態 は、本発 明の要 旨を逸脱 しな い範囲 において適宜組み合わ さ

れ て もよい。

発 明の効果



[0029] 本発明の表示パネル及び表示装置によれば、輝度を充分なものとした うえで

、歩留ま りに優れ、色による応答速度の特性差が充分に低減 され、視野角特

性が充分に向上 されたものとすることができる。

図面の簡単な説明

[0030] [図1] 実施形態 1 ― 1 の液晶表示パネルを示す平面模式図である。

[図2] 図 1 においてブラックマ トリックスを省略 した図である。

[図3] 実施形態 1 _ 2 の液晶表示パネルを示す平面模式図である。

[図4] 図 3 においてブラックマ トリックスを省略 した図である。

[図5] 実施形態 1 一 1 の液晶表示パネルの副画素電極を示す平面模式図である

[図6] 実施形態 1 _ 1 の液晶表示パネルの変形例 （実施形態 1 _ 3 ) を示す平

面模式図である。

[図7] 実施形態 1 _ 1 の液晶表示パネルの変形例 （実施形態 1 _ 4 ) を示す平

面模式図である。

[図8] 実施形態 2 _ 1 の液晶表示パネルを示す平面模式図である。

[図9] 図 8 においてブラックマ トリックスを省略 した図である。

[図10] 実施形態 2 _ 2 の液晶表示パネルを示す平面模式図である。

[図11] 図 1 0 においてブラックマ トリックスを省略 した図である。

[図 12] 実施形態 3 の液晶表示パネルを示す平面模式図である。

[図13] 図 1 2 において副画素の副画素電極及び対向電極に設けられた配向規

制手段だけを示 した図である。

[図14] 図 1 2 において副画素の副画素電極及び信号線だけを示 した図である

[図 15] 実施形態 4 の液晶表示パネルを示す平面模式図である。

[図16] 図 1 5 において副画素の副画素電極及び対向電極に設けられた配向規

制手段だけを示 した図である。

[図17] 図 1 5 において副画素の副画素電極及び信号線だけを示 した図である



[ 図 18] 実施形態 3 及び 4 の液晶表示パネル を示す断面模式図である。

[図 19] 従来の 3 色のス トライプ状に配列 した副画素によって 1 つの画素が構

成 され る液晶表示パネル を示す平面模式図である。

[図20] 従 来の 4 色のス トライプ状に配列 した副画素によって 1 つの画素が構

成 され る液晶表示パネル を示す平面模式図である。

[図2 1 ] 図 2 0 に示 した液晶表示パネルにおいて各副画素電極の面積比 を変更

した液晶表示パネル を示す平面模式図である。

[図22] 従 来の 4 色の田の字状に配列 した副画素によって 1 つの画素が構成 さ

れ る液晶表示パネル を示す平面模式図である。

[図23] 図 2 2 に示 した液晶表示パネルにおいて各副画素電極の面積比 を変更

した液晶表示パネル を示す平面模式図である。

[図24] 液晶表示パネルにおいて各副画素電極の面積比 を変更 した液晶表示パ

ネル を示す平面模式図である。

[図25] 液 晶表示パネルにおいて各副画素電極の面積比 を変更 した液晶表示パ

ネル を示す平面模式図である。

[図26] 4 つの矩形状の副画素がス トライプ状に並んだ形態 を表す概念図であ

る。

[図27] 4 つの矩形状の副画素がス トライプ状に並んだ形態 を表す概念図であ

る。

[図28] 4 つの矩形状又は多角形状の副画素が田の字型に並んだ形態 を表す概

念図である。

発明を実施するための形態

なお、 T F T が設 けられた基板は、 T F T ア レイ基板 ともいう。カラ一 フ ィ

ル タ （C F ) が設 けられた、 T F T ア レイ基板に対向す る基板は、対向基板

又は C F 基板 ともいう。また、以下の実施形態では、記載 を簡単にす るため

に、各色 を表す副画素 を単に画素 ともいう。以下では、 R G B Y を用 いた形

態だ けを説明す るが、 R G B Y の代わ りに、 R G B W 等の 4 色 以上の原色 を

用 いた形態 を適宜適用す ることができる。



以下に実施形態を掲げ、本発明を図面を参照 して更に詳細に説明するが、本

発明はこれ らの実施形態のみに限定されるものではない。例えば、以下では

液晶表示パネル及び液晶表示装置について説明するが、本発明は有機 E L 表

示パネル等のその他の表示パネルに適用可能な部分を含むものである。

[0032] 実施形態 1

実施形態 1 は、 C P A モ一 ドの液晶表示パネルにおいて副画素をス トライプ

状に配置 した形態に係るものである。

[0033] 図 1 は、実施形態 1 ― 1 の液晶表示パネルを示す平面模式図である。図 2 は

、図 1 においてブラックマ トリックスを省略 した図である。実施形態 1 の液

晶表示パネルは、以下の特徴を有する。

[0034] 走査線 2 1 及び信号線 2 3 は、ガラス基板の主面上に格子状に配置 され、 C

s 配線 1 9 は、隣接する走査線 2 の間に走査線 2 と平行に配置 される。

走査線 2 1 及び信号線 2 3 で区画された複数の画素領域には、赤 （R ) の画

素領域に 3 つの副画素電極 1 1 R 、緑 （G ) の画素領域に 2 つの副画素電極

1 G 、青 （B ) の画素領域に 3 つの副画素電極 1 1 B 、黄 （Y ) の画素領

域に 2 つの副画素電極 1 1 Y が配置 されている。これ らの 4 つの画素領域か

ら単位画素 2 7 が構成されている。なお、それぞれの副画素電極は、どの色

も面積が略同一である。各単位画素 2 7 は、複数色を表示する副画素電極を

含む矩形領域に分けられる。副画素電極の数は、色によって変える。その結

果、色毎に有効開口部の面積が異なる。ここで、色の視感度 （明度）及び

又は色純度 （彩度）の違いにより、求めるパネルの特性に応 じて、適宜面積

の違いを設定するとよい。通常視感度の比較的高い色 と比較的低い色で面積

を変え、視感度の比較的高い色の面積を小さくし、比較的低い色の面積を大

きくする。具体的には、単位画素 2 7 は、図 1 に示 した単位画素 2 7 を縦方

向に等分割する一点鎖線を境に して、赤 （R ) の画素領域 と緑 （G ) の画素

領域 とか らなる矩形領域 と、青 （B ) の画素領域 と黄 （Y ) の画素領域 とか

らなる矩形領域 とに分けたときに、図 1 における左側の矩形領域は 2 つの副

画素 （ 及び ) を含むように構成され、右側の矩形領域は 2 つの副画素 （



B 及びY ) を含むように構成される。すなわち、図 1 での単位画素 2 7 を示

す破線と単位画素 2 7 を縦方向に等分割する一点鎖線とに囲まれた部分が、

実施形態 1 一 1 における矩形領域であり、他の実施形態についても同様であ

る。そして、それぞれの副画素 R、G、B 及びY (例えば、Rの副画素は 2

9 a で表され、Gの副画素は 2 9 b で表される）は、矩形領域の短辺と平行

な辺 （図 2 における図横方向の辺）の長さa がそれぞれ略同一であり、矩形

領域の長辺と平行な辺 （図 2 における縦方向の辺）の長さ b 1 、 b 2 が R、

B とG、Y とで異なる。なお、 3 色の表示パネルにおいても、本実施形態の

ように色によって副画素電極の数を変えて （増やして）、白輝度向上等の本

発明の効果を発揮することができる。

[0035] 赤 （R ) の画素及び青 （Β ) の画素では、 3 つの副画素電極が矩形状の副画

素電極の長辺と平行な方向に並んで副画素が構成されるのに対し、緑 （G )

の画素及び黄 （Υ ) の画素では、 2 つの副画素電極がこの方向に並んで副画

素が構成されている。なお、図 2 における赤 （R ) の画素及び青 （Β ) の画

素における副画素の縦方向の長さ b 1 は緑 （G ) の画素及び黄 （Y ) の画素

における副画素の縦方向の長さ b 2 の略 3 2 倍である。

[0036] また、図 1 では、表示パネルは、複数の副画素 R G B Y が矩形状 （略長方形

) であるが、略楕円形であってもよい。中でも、矩形状であることが好まし

く、矩形状の長辺が略同一方向に並んで、更に言えば該長辺を挟んで （介し

て）副画素 R G B Y が隣接するように並んで画素が構成されたものであり、

副画素 R G B Y は、矩形状の短辺の長さが略同一であり、矩形状の長辺の長

さが R、B とG、Y とで異なるものである形態が好適である。

[0037] 対向基板は、ガラス基板の主面上に、画素領域毎に赤 （R ) のC F層、緑 （

G ) のC F層、青 （B ) のC F層、及び、黄 （Y ) のC F層が配置され、各

C F層の間は、ブラックマ トリックスと呼ばれる遮光部 （以下、 B M 〔ブラ

ックマ トリックス〕ともいう。）で仕切られている。また、図 1 及び図 2 に

おける副画素が小さい方の副画素の下側の、副画素電極を置かない領域にも

矩形状の B Mが配置されている。そして、図 2 に示されるように、これらの



B M下に自副画素 （G又はY ) の T F T 2 5 G、2 5 Y が配置されるだけで

なく、隣接副画素 （Β 又はΥ の右隣の R ) の T F T 2 5 B 、2 5 R も配置さ

れる。また、フォ トスぺ一サ 2 8 も配置されている。

[0038] また、対向基板には、配向規制手段 1 3 R、 1 3 G、 1 3 B 、 3 Y が設け

られている。

表示パネルは、複数の副画素 R G B Y が配向規制手段 1 3 R、 1 3 G、 1 3

B 、 3 Y をそれぞれ有する副画素電極 1 1 R、 1 1 G、 1 1 B 、 1 1 Y に

よって構成され、表示パネルにおける画素を平面視 した場合に、配向規制手

段 1 3 R、 1 3 G、 1 3 B 、 1 3 Y と副画素電極 1 1 R、 1 1 G、 1 1 B 、

Y のエッジとの距離は、それぞれ略同一である。配向規制手段 1 3 R、

1 3 G、 1 3 B 、 3 Y は、突起状構造物、絶縁体上に設けられた段差部 （

通常は、 T F T アレイ基板側の絶縁体上に設けられた窪み）、又は、対向電

極の切開部 （切り欠き）であり、例えば、底部の形状が円形状、長円形状、

バー形状、Y 字状又はY 字と逆 Y 字を重ね合わせた形状の突起又は段差部、

又は、同様の形状の対向電極に設けられた切り欠きである。

[0039] また、 T F T アレイ基板において、 T F T の ドレイン電極から引き出された

配線が、コンタク トホール 1 7 R、 1 7 G、 1 7 B 、 1 7 Y を介して、各々

の副画素電極 1 1 R、 1 1 G、 1 1 B 、 1 1 Y に接続され、さらに上記配線

はC S (補助容量）配線 1 9 上に設けられたC S (補助）容量 1 5 R、 5

G、 1 5 B 、 1 5 Y に接続されている。

[0040] 実施形態 1 _ 1 の液晶表示パネルは、更に、以下の特徴を有する。

色毎の副画素電極における矩形領域の長辺と平行な長さ 短辺と平行な長さ

は、どの色も略同一であり、その差はおおむね± 1 0 %程度以下である。そ

して、色毎の副画素電極の面積は、どの色も略同一であり、その差は、長さ

の差がおおむね± 1 0 %程度以下であることから、おおむね ± 2 0 %程度以

下である。例えば、図 5 は、実施形態 1 _ 1 の液晶表示パネルの副画素電極

を示す平面模式図であるところ、副画素電極の径Α の長さ 1 0 0 % に対して

、副画素電極の径A と副画素電極の径A ' との差は、± 1 0 %以下であり、



副画素電極の径 B の長 さ 1 0 0 % に対 して、副画素電極の径 B と副画素電極

の径 B ' との差は、 ± 1 0 % 以下であ り、径 A 及び径 B を有す る副画素電極

の面積 1 0 0 % に対 して、径 A 及び径 B を有す る副画素電極の面積 と径 A '

及 び径 B ' を有す る副画素電極の面積 との差は、 ± 2 0 % 以下である。

[0041 ] パ ネル は R G B Y や R G B W 等の 4 色 で構成 されてお り、 R G B Y の場合は

、視感度が共に小 さい R 、 B を大 き く、 G 、 Y を小 さくす ると、透過率 を向

上 させつつ色再現範囲を広 げることができ、効果的である。面積の大小の比

は、 B ：G Y ( R B ：GW) = 4 ：1 〜 1 ：1 の範囲である。よ り好ま し

くは、 2 . 2 ：1 〜 1 . 2 ：1 の範囲である。

[0042] 実施形態 1 の液晶表示パネルは、更に、以下の特徴 を有す る。

同 じ色の副画素電極 は、電気的に接続 されていてもよい し、同一走査線 - 同

一信号線によって駆動 され る異なる T F T に接続 され る、電気的に接続 され

ない同色の画素電極であってもよい。

副画素電極が小 さい方の副画素の、副画素電極 を置かない領域 には矩形状の

B M を配置す る。上記領域の B M の下に、コンタク トホールや T F T 、 C S

(補助）容量、フォ トスぺーサ 2 8 、画素電極、バスライン等 を配置 させ る

ことができる。

上記領域 に、 自画素の T F T だ けでな く、隣接副画素の コンタク トホールや

T F T 、 C S 容量、バスライン等 を配置 させてもよい。 これ によ り、 自画素

及び隣接副画素の開口率 を好適に向上 させ ることができる。なお、図 1 は、

B M 下に、 自画素の T F T だ けでな く、隣接画素の T F T も配置 した形態で

また、同一行の同一色の極性が偏 らないようにす ること、すなわち、前記表

示パネルは、画素の行方向で、 1 つの画素に含まれ る同一行方向の副画素数

の 自然数倍 ごとに各色 を示すための副画素電極の電位の極性 を反転 させ るこ

とによ り、横 シャ ドー （ク ロス トーク）を回避す ることができる。

[0043] 実施形態 1 _ 1 の液晶表示パネルは、一対の基板 と、該一対の基板間に挟持

された液晶層 とを有 し、言 い換 えれ ば、第 1 の基板 （ア レイ基板）、第 2 の



基板 （対向基板）、及び、第 1 の基板 と第 2 の基板 とに挟持 された液晶層を

備える。該第 1 の基板は、複数の走査線 2 複数の信号線 2 3 スィッチ

ング素子 （T F T 2 5 R 等） 層間絶縁膜 層間絶縁膜上の副画素電極を基

板側か らこの順で有する。また、副画素電極上に垂直配向膜を有する。該第

2 の基板は、対向電極、配向規制手段 1 3 R 等 （突起状構造物及び 又は対

向電極の切開部）、及び、垂直配向膜を有する。また、特に C P A モー ドで

は、配向規制手段 として T F T ア レイ基板側の絶縁体上に設けられた段差部

(通常は窪み）が有用であ り、これを用いることによ り上述 した対向電極へ

の配向規制手段の配置は必要な くなる。言い換えれば、対向電極の配向規制

手段に追加 して、又は、対向電極の配向規制手段の代わ りに、 T F T ア レイ

基板側の絶縁体上に設けられた段差部 （通常は窪み）を用いることが可能で

あ り、部材及び製造工程を省略できる点で、対向電極の配向規制手段の代わ

りに、 T F T ア レイ基板側の絶縁体上に設けられた段差部 （通常は窪み）を

用いる形態が好ま しい。また、該液晶層は、誘電異方性が負の液晶材料であ

る。

[0044] 実施形態 1 _ 1 の液晶表示パネルは、面積の大きい副画素のスイッチング素

子の大きさ又は補助容量の少な くともいずれかを、面積の大きい副画素の方

が面積の小 さい副画素よ りも大きくなるようにする。

これによ り、走査線 と副画素電極 とが形成するゲー トドレイン容量をC g d

とし、信号線 と副画素電極 とが形成するソース ドレイン容量をC s d とし、

補助容量配線 と副画素電極 とが形成する補助容量をC c s とし、副画素電極

と対向電極 とが形成する液晶容量をC I c とし、表示パネルの駆動時におけ

る走査線の電位差をV g としたとき、引き込み電圧 △ V d = C g d ( C

g d + C s d + C c s + C l c ) x V g p_ p、白表示時と黒表示時の △ V d の

差 Ω 、及び、 C c s C I c 力、 各色で同 じである。

なお、走査線の電位差 V g p 、白表示時と黒表示時の A V d の差 Ω は、上述

したものと同様である。

[0045] 図 3 は、実施形態 1 _ 2 の液晶表示パネルを示す平面模式図である。図 4 は



、図 3 においてブラックマ トリックスを省略した図である。実施形態 1 — 2

は、実施形態 1 _ 1 に追加して、上記 B M下に、自副画素のコンタク トホ一

ル、C S (補助）容量及びフォ トスぺーサを配置 した形態である。実施形態

_ 2 のその他の構成は、実施形態 1 ― 1 の構成と同様である。

[0046] 画素を 1 8 0 パm として概算した結果で実施形態 1 _ 1 及び 1 _ 2 の効果

を示す。

従来技術では、R G B パネルをR G B Y 化等の 4 色化 （例えば、図 2 0 ) す

ると、C F透過率は向上するものの 4 色化による開口率低下のため、透過率

向上率は 8 % にとどまり、単色 補色の輝度低下も課題となる （特にR とM

(マゼンタ）とが顕著に視認される。）。

なお、R とM 以外では、例えば、G、B 、C (シアン）は自然画では気にな

らない程度のものであり、Y はY ( Y 絵素の点灯）とR + G ( R絵素とG絵

素とを同時点灯）との両方から作られるため輝度は向上する。ここで、Y は

、Y 絵素の点灯とR + G を同時点灯することの両方から作成できるため、Y

絵素自体の面積以上の輝度が得られる一方、それ以外の単色 （R、G、B 、

C ( = B + G ) 、M ( = R + B ) ) は構成する絵素そのものの面積分しか輝

度を得られないため、このようになる。

単色 補色輝度を改善するため、R B : G Y を 1 . 5 : 1 にすると （例えば

、図 2 1 ) 、透過率はR G B 3 色のときょりむしろ低下した。しかも、副画

素電極の径 （副画素電極の短辺の長さ）が大幅に異なるため （R B ：4 5 リ

m、G Y ：3 1 m ) 、色によって応答速度や視覚特性が変化する課題が残

る。

[0047] 実施形態 -

実施形態 1 _ 1 のように、副画素電極の面積を全色略同等とし、面積率が低

い副画素の副画素電極をおかない領域に矩形状の B M を配置 し、隣接副画素

の T F T を配置 したところ、R G B のときと同等以上の透過率が確保できた

。さらにY を追加して入れることにより、色再現範囲は 5 %拡大された。以

上のように色再現範囲と透過率との両方を向上させることができる。副画素



電極の径は全色同等であるため、応答速度 視角特性の色による差はみ られ

ない。

[0048] 実施形態 - 2

実施形態 1 _ 2 のように、副画素電極を置かない領域の B M の下に隣接副画

素の T F T 及び自副画素のコンタク トホール とC S 容量を配置 したところ、

R G B の ときよ りも透過率を 1 0 % 以上向上 させることができ、さらに Y を

追加 して入れることによ り、色再現範囲は 5 %拡大 された。以上のように色

再現範囲と透過率の両方を向上 させることができる。副画素電極の径は全色

同等であるため、応答速度 視角特性の色による差はみ られない。

[0049] 図 6 は、実施形態 1 _ 1 の液晶表示パネルの変形例 （実施形態 1 _ 3 ) を示

す平面模式図である。図 7 は、実施形態 1 _ 1 の液晶表示パネルの変形例 （

実施形態 1 _ 4 ) を示す平面模式図である。図 6 及び図 7 では、画素内の副

画素電極だけを概略的に示 している。実施形態 1 一 3 及び実施形態 1 _ 4 で

は、表示パネルは、一つの画素を縦線である一点鎖線で均等に 2 つに分けた

ときに、該矩形領域のそれぞれが 2 つの副画素を含むように構成 されるもの

であ り、該副画素は、矩形領域の短辺と平行な辺の長 さ a が略同一であ り、

矩形領域の長辺と平行な辺の長 さ b 、 b 2 が少な くとも 1 つの副画素で異

なるものであるが、各副画素電極の大きさが異なるものとなっている。この

ような実施形態 1 _ 3 及び 1 _ 4 においては、応答速度 視角特性の色によ

る差がみ られる点で実施形態 1 一 1 及び実施形態 1 _ 2 よ りもやや劣るもの

である。

[0050] 実施形態 2

図 8 は、実施形態 2 _ 1 の液晶表示パネルを示す平面模式図である。図 9 は

、図 8 においてブラックマ トリックスを省略 した図である。実施形態 2 は、

C P A モー ドの液晶表示パネルにおいて副画素を田の字状に配置 した形態に

係るものである。

走査線 1 2 1 及び信号線 1 2 3 は、ガラス基板の主面上に格子状に配置 され

、C s 配線 1 1 9 は、隣接する走査線 1 2 の間に走査線 1 2 と平行に配



置 され る。

走査線 1 2 1 及び信号線 1 2 3 で区画 された複数の画素領域 には、赤 （R )

の画素領域 に 3 つの副画素電極 1 1 1 R 、緑 （G ) の画素領域 に 2 つの副画

素電極 1 1 1 G 、青 （B ) の画素領域 に 3 つの副画素電極 1 1 1 B 、黄 （Y

) の画素領域 に 2 つの副画素電極 1 1 1 Y が配置 されている。 これ らの 4 つ

の画素領域か ら単位画素 1 2 7 が構成 されている。なお、それぞれの副画素

電極 は、 どの色 も面積が略同一である。各単位画素 1 2 7 は、複数色 を表示

す る副画素電極 を含む矩形領域 に分 けられ、 この副画素電極で構成 され る。

副画素電極の数は、色 によって変える。その結果、色毎に有効開口部の面積

が異なる。 ここで、色の視感度 （明度）及び 又は色純度 （彩度）の違 いに

よ り、求めるパネルの特性に応 じて、適宜面積の違 いを設定す るとよい。通

常視感度の比較的高 い色 と比較的低 い色で面積 を変え、視感度の比較的高 い

色の面積 を小 さくし、比較的低 い色の面積 を大 き くす る。具体的には、単位

画素 1 2 7 は、図 8 に示 した単位画素 1 2 7 を横方向に等分割す る一点鎖線

を境 に して、赤 （R ) の画素領域 と緑 （G ) の画素領域 とか らなる矩形領域

と、青 （B ) の画素領域 と黄 （Y ) の画素領域 とか らなる矩形領域 とに分 け

た ときに、図 8 における上側の矩形領域 は 2 つの副画素 （R 及び G ) を含む

ように構成 され、下側の矩形領域 は 2 つの副画素 （B 及び Y ) を含むように

構成 され る。それぞれの副画素 1 1 9 R 、 1 1 9 G 、 1 1 9 B 及び 1 1 9 Y

は、矩形領域の短辺 と平行な辺 （図 9 における縦方向の辺）の長 さ a がそれ

ぞれ略同一であ り、矩形領域の長辺 と平行な辺 （図 9 における横方向の辺）

の長 さ b 1 、 b 2 が R 、 B とG 、 Y とで異なる。

赤 （R ) の画素及び青 （Β ) の画素では、 3 つの副画素電極が直角 を形成す

るように並び、矩形領域の長辺 と平行な方向には 2 つの副画素電極が並んで

副画素が構成 され るのに対 し、緑 （G ) の画素及び黄 （Υ ) の画素では、 2

つの副画素電極が矩形領域の短辺 と平行な方向に並び、矩形領域の長辺 と平

行な方向には 1 個分の副画素電極だ けで副画素が構成 されている。図 9 にお

ける赤 （R ) の画素及び青 （Β ) の画素における矩形領域の長辺 と平行な辺



の長さ b 1 は緑 （G ) の画素及び黄 （Y ) の画素における矩形領域の長辺と

平行な辺の長さ b 2 の略 2 倍である。画素内の非透過部を考慮すると、本実

施形態の実質的な開口面積比はR B ：G Y = . 5 : 1 である。

[0052] 対向基板は、ガラス基板の主面上に、画素領域毎に赤 （R ) の C F 層、緑 （

G ) の C F 層、青 （Β ) の C F 層、及び、黄 （Υ ) の C F 層が配置され、各

C F 層の間は、ブラックマ トリックスと呼ばれる遮光部 （Β Μ ) で仕切 られ

ている。また、図 8 及び図 9 における副画素電極を置かない矩形状の領域 （

上下の矩形領域における中央下側）にもΒ Μが配置されている。そ して、図

9 に示されるように、これ らの Β Μ下に自副画素 （ 又は丫）の T F Τ 1 2

5 G、 2 5 Y が配置されるだけでなく、隣接副画素 （B 又はY の右側の R

) の T F T 1 2 5 B 、 1 2 5 R も配置する。また、フォ トスぺ一サ 1 2 8 も

配置されている。

[0053] 実施形態 2 — 1 では、 B M下に、自画素の T F T だけでなく、隣接画素の T

F T も配置 した形態である。

[0054] 図 1 0 は、実施形態 2 — 2 の液晶表示パネルを示す平面模式図である。図 1

1 は、図 1 0 においてブラックマ トリックスを省略 した図である。実施形態

2 _ 2 は、実施形態 2 _ 1 に追加 して、上記 B M下に、自副画素及び他副画

素のコンタク トホール、C S (補助）容量を配置 した形態である。

[0055] 実施形態 2 _ 1 、実施形態 2 _ 2 のその他の構成 （全体構成）は、それぞれ

実施形態 1 _ 1 、実施形態 1 _ 2 のその他の構成 （全体構成）に準 じる。

[0056] 1 画素を 1 8 O m として概算 した結果で実施形態 2 の効果を示す。

従来技術では、 パネルを 曰丫化 （4 色化）する際、特に高精細な

パネルでは図 2 2 のような正方絵素 （正方副画素）にするのが開口率確保の

観点で効果的である。単純に 4 色化すると、C F透過率は向上するものの 4

色化による開口率低下のため、透過率向上率は 2 6 ½ であるが、単色 ' 補色

の輝度低下が課題となる （単色の輝度低下率 ：約 1 0 % ( R G B 比）、ただ

し白輝度が向上 しているため、実際にはもつと低下 しているように視認され

る。）。



単色 補色輝度を改善するため、R B : G Y を 1 . 5 : 1 にすると （例えば

、図 2 3 ) 、透過率は 1 0 % アップにとどまる。しかも、副画素電極の径 （

副画素電極の短辺の長さ）が大幅に異なるため （R B ：4 3 m 、G Y ：3

3 ) 色によって応答速度や視覚特性が変化する課題が残る。

[0057] 実施形態 2 — 1

実施形態 2 _ 1 のように、副画素電極の面積を全色略同等とし、副画素電極

をおかない領域に矩形状の B M を配置し、隣接副画素の T F T を配置したと

ころ、透過率は 5 0/0向上した。さらにY を追加して入れることにより、色再

現範囲は 5 %拡大された。以上のように色再現範囲と透過率の両方を向上さ

せることができる。副画素電極の径は全色同等であるため、応答速度 視角

特性の色による差はみられない。

[0058] 実施形態 2 — 2

実施形態 2 _ 2 のように、副画素電極を置かない領域の B M の下に隣接副画

素の T F T 及び自副画素と他副画素のコンタク トホールとC S 容量を配置し

たところ、R G B のときよりも透過率を 2 4 % 以上向上させることができ、

さらにY を追加して入れることにより、色再現範囲は 5 % 拡大された。以上

のように色再現範囲と透過率の両方を向上させることができる。副画素電極

の径は全色同等であるため、応答速度 視角特性の色による差はみられない

[0059] 実施形態 3

実施形態 3 は、M V A モー ドの液晶表示パネルにおいて副画素をス トライプ

状に配置した形態に係るものである。

[0060] 図 1 2 は、実施形態 3 の液晶表示パネルを示す平面模式図である。図 1 3 は

、図 1 2 において副画素の副画素電極及び対向電極に設けられた配向規制手

段だけを示した図である。図 1 4 は、図 1 2 において副画素の副画素電極及

び信号線だけを示した図である。

[006 1] 走査線 2 2 及び信号線 2 2 3 は、ガラス基板の主面上に格子状に配置され

る。



走査線 2 2 及び信号線 2 2 3 が配置 された複数の画素領域には、赤 （R )

の画素領域に副画素電極 2 3 1 R 、緑 （G ) の画素領域に副画素電極 2 3

G 、青 （B ) の画素領域に副画素電極 2 3 B 、黄 （Y ) の画素領域に 2 つ

の副画素電極 2 3 Y が配置 されている。これ らの 4 つの画素領域か ら単位

画素 2 2 7 が構成 されている。各単位画素 2 2 7 は、複数色を表示する副画

素電極を含む矩形領域に分けられ、この副画素電極で構成 される。副画素電

極の面積は、色によって変える。その結果、色毎に有効開口部の面積が異な

る。ここで、色の視感度 （明度）及び 又は色純度 （彩度）の違いによ り、

求めるパネルの特性に応 じて、適宜面積の違いを設定するとよい。通常視感

度の比較的高い色 と比較的低い色で面積を変え、視感度の比較的高い色の面

積を小 さくし、比較的低い色の面積を大きくする。具体的には、単位画素 2

2 7 は、図 1 2 に示 した単位画素 2 2 7 を横方向に等分割する一点鎖線を境

に して、黄 （Y ) の画素領域 と赤 （R ) の画素領域 とか らなる矩形領域 と、

緑 （G ) の画素領域 と青 （B ) の画素領域 とか らなる矩形領域 とに分けたと

きに、図 1 2 における左側の矩形領域は 2 つの副画素 （Y 及び R ) を含むよ

うに構成 され、右側の矩形領域は 2 つの副画素 （G及び B ) を含むように構

成 される。それぞれの副画素 Y 、 R 、G及び B は、矩形領域の短辺と平行な

辺 a 1 (図 1 3 における横方向の辺）の長 さがそれぞれ略同一であ り、矩形

領域の長辺と平行な辺 c 1 、 c 2 (図 1 3 における縦方向の辺）の長 さが Y

、G とR 、 B とで異なる。

[0062] 図 1 2 における赤 （R ) の画素及び青 （B ) の画素における副画素の縦方向

の長 さは緑 （G ) の画素及び黄 （Y ) の画素における副画素の縦方向の長 さ

の略 1 . 3 倍である。

画素内の非透過部を考慮すると、本実施形態の実質的な開口面積比は R B ：

G Y = 1 . 5 : 1 である。

[0063] また、実施形態 3 では、表示パネルは、複数の副画素 R G B Υ が矩形状 （略

長方形）又は略楕円形であ り、矩形状の長辺が略同一方向に並んで、かつ該

長辺を挟んで副画素 R G B Y が隣接するように並んで画素が構成 されたもの



であり、該副画素 R G B Y は、矩形状の短辺の長さa 1 が略同一であり、矩

形状の長辺の長さ c 1 、 c 2 が R、B とG、Y とで異なるものでもある。

[0064] 対向基板は、ガラス基板の主面上に、画素領域毎に赤 （R ) のC F層、緑 （

G ) のC F層、青 （Β ) のC F層、及び、黄 （Υ ) のC F層が配置され、各

C F層の間は、ブラックマ トリックスと呼ばれる遮光部 （Β Μ ) で仕切られ

ている。また、図 1 及び図 2 における副画素が小さい方の副画素の上下側の

、副画素電極を置かない領域にもΒ Μ が配置されている。そして、図 1 2 に

示されるように、これらの Β Μ 下に自副画素 （G又はΥ ) の T F T 2 2 5 G

、2 2 5 Υ が配置されるだけでなく、隣接副画素 （Β 又はR ) の T F T 2 2

5 B 、2 2 5 R も配置することができる。また、フォ トスぺ一サ 2 2 8 も配

置されている。

[0065] また、対向基板には、配向規制手段であるリブ2 3 3 Y 、2 3 3 R、2 3 3

G、2 3 3 B が設けられている。

表示パネルは、複数の副画素 Y R G B がリブ2 3 3 Y 、2 3 3 R、2 3 3 G

、2 3 3 B をそれぞれ有する副画素電極 2 3 1 Y 、2 3 1 R、2 3 1 G、2

3 B によって構成され、表示パネルにおける画素を平面視 した場合に、リ

ブ2 3 3 Y 、2 3 3 R、2 3 3 G、2 3 3 B と副画素電極 2 3 1 Y 、2 3 1

R、2 3 1 G、2 3 1 B のエッジとの距離 d 1 、d 2 、d 3 、d 4 及びリブ

2 3 3 Y 、2 3 3 G と副画素電極 2 3 1 Υ 、2 3 1 Gのエッジとの距離 e 1

、 e 3 及び、リブ2 3 3 R 、リブ2 3 3 B とスリット2 3 5 R、2 3 5 B と

の距離 e 2 、 e 4 は、全て略同一である。

[0066] 実施形態 3 のように、副画素電極を置かない領域の B Mの下に、自副画素の

T F T 及び隣接副画素の T F T を配置 したところ、R G B のときよりも透過

率を 7 0/ 0 以上向上させることができ、さらにY を追加して入れることにより

、色再現範囲は 5 %拡大された。以上のように色再現範囲と透過率の両方を

向上させることができる。副画素電極の径は全色同等であるため、応答速度

• 視角特性の色による差はみられない。

[0067] 実施形態 4



実施形態 4 は、M V A モー ドの液晶表示パネルにおいて副画素 を田の字状に

配置 した形態に係 るものである。

図 1 5 は、実施形態 4 の液晶表示パネル を示す平面模式図である。図 1 6 は

、図 1 5 において副画素の副画素電極及び対向電極 に設 けられた配向規制手

段だ けを示 した図である。図 1 7 は、図 1 5 において副画素の副画素電極及

び信号線だ けを示 した図である。

走査線 3 2 及び信号線 3 2 3 は、ガラス基板の主面上に格子状に配置 され

る。

走査線 3 2 及び信号線 3 2 3 が配置 された複数の画素領域 には、赤 （R )

の画素領域 に副画素電極 3 3 1 R 、緑 （G ) の画素領域 に副画素電極 3 3

G 、青 （B ) の画素領域 に副画素電極 3 3 B 、黄 （Y ) の画素領域 に副画

素電極 3 3 Y が配置 されている。 これ らの 4 つの画素領域か ら単位画素が

構成 されている。単位画素 を含む領域 3 2 7 は、複数色 を表示す る副画素電

極 を含む矩形領域 に分 けられ、 この副画素電極で構成 され る。副画素電極の

面積 は、色 によって変える。その結果、色毎に有効開口部 3 3 9 R 、 3 3 9

G 、 3 3 9 B 、 3 3 9 Y の面積が異なる。 ここで、色の視感度 （明度）及び

又は色純度 （彩度）の違 いによ り、求めるパネルの特性に応 じて、適宜面

積の違 いを設定す るとよい。通常視感度の比較的高 い色 と比較的低 い色で面

積 を変え、視感度の比較的高 い色の面積 を小 さくし、比較的低 い色の面積 を

大 き くす る。具体的には、単位画素 3 2 7 は、図 1 5 に示 した単位画素 3 2

7 を横方向に等分割す る一点鎖線 を境 に して、緑 （G ) の画素領域 と赤 （R

) の画素領域 とか らなる略矩形領域 と、青 （Β ) の画素領域 と黄 （Υ ) の画

素領域 とか らなる略矩形領域 とに分 けた ときに、図 1 5 における上側の略矩

形領域 は 2 つの副画素 （G 及び R ) を含むように構成 され、下側の略矩形領

域 は 2 つの副画素 （Β 及び Υ ) を含むように構成 され る。それぞれの副画素

G 、 R 、 B 及び Y は、略矩形領域の短辺 と平行な辺 （図 1 6 における縦方向

の辺）の長 さ a がそれぞれ略同一であ り、矩形領域の長辺 と平行な辺 （図 1

6 における横方向の辺）の長 さ b 1 、 c 1 が Y 、G と R 、 B とで異なる。



[0069] 図 1 6 における赤 （R ) の画素及び青 （B ) の画素における副画素の横方向

の長さ b 1 は緑 （G ) の画素及び黄 （Y ) の画素における副画素の横方向の

長さ c 1 の略 2 倍である。画素内の非透過部を考慮すると、本実施形態の実

質的な開口面積比は R B ：G Y = . 5 ：1 である。

また、実施形態 4 では、表示パネルは、複数の副画素 R G B Υ が多角形状で

[0070] 対向基板は、ガラス基板の主面上に、画素領域毎に赤 （R ) の C F 層、緑 （

G ) の C F 層、青 （Β ) の C F 層、及び、黄 （Υ ) の C F 層が配置され、各

C F 層の間は、ブラックマ トリックスと呼ばれる遮光部 （Β Μ ) で仕切 られ

ている。また、図 1 5 における副画素電極を置かない領域にも Β Μ が配置さ

れている （太い実線で囲んだ部分 3 3 9 G 、 3 3 9 Y が面積の小さい副画素

の B M 開口部を表 し、太い実線で囲んだ部分 3 3 9 R 、 3 3 9 B が面積の大

きい副画素の B M 開口部を表す。）。そ して、図 1 5 に示されるように、こ

れ らの B M 下に副画素 （G 、R 、B 、Y ) の T F T 3 2 5 G 、 3 2 5 R 、 3

2 5 B 、 3 2 5 Y を配置することができる。また、フォ トスぺ一サ 3 2 8 も

配置されている。

[0071 ] また、対向基板には、配向規制手段であるリブ 3 3 3 Y 、 3 3 3 R 、 3 3 3

G 、 3 3 3 B が設けられている。

表示パネルは、複数の副画素 Y R G B が リブ 3 3 3 Y 、 3 3 3 R 、 3 3 3 G

、 3 3 3 B をそれぞれ有する副画素電極 3 3 1 Y 、 3 3 1 R 、 3 3 1 G 、 3

3 B によって構成され、表示パネルにおける画素を平面視 した場合に、 リ

ブ 3 3 3 Y 、 3 3 3 R 、 3 3 3 G 、 3 3 3 B と副画素電極 3 3 1 Y 、 3 3 1

R 、 3 3 1 G 、 3 3 1 B のエッジとの距離 d 1 、 d 2 、 d 4 、 d 6 及び リブ

3 3 3 R 、 3 3 3 B とス リッ ト3 3 5 R 、 3 3 5 曰との距離 1 3 、 d 5 は、

全て略同一である。

[0072] 実施形態 4 のように、副画素電極を置かない領域の B M の下に、自副画素の

T F T 及び隣接副画素の T F T を配置 したところ、 R G B のときよりも透過

率を 2 6 0/ 0 以上向上させることができ、さらに Y を追加 して入れることによ



り、 色 再 現 範 囲 は 5 % 拡 大 さ れ た 。 以 上 の よ う に 色 再 現 範 囲 と 透 過 率 の 両 方

を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 副 画 素 電 極 の 径 は 全 色 同 等 で あ る た め 、 応 答 速

度 視 角 特 性 の 色 に よ る 差 は み られ な い 。

[0073] 図 1 8 は 、 実 施 形 態 3 及 び 4 の 液 晶 表 示 パ ネ ル を 示 す 断 面 模 式 図 で あ る 。 こ

こ で は 、 実 施 形 態MC 3 及 び 4 の リ ブ を 参 照 番 号 3 3 で 表 し、 実 施 形 態 3 及 び 4

MC
の ス リ ッ ト （電 極 切 欠O き 部 ） を 参 照 番 号 3 5 で 表 す 。

表 示 パ ネ ル に お け る 画 素 を 平 面 視 した 場 合 に 、 リ ブ 3 3 と ス リ ッ ト （切 欠 き

部 ） 3 5 と の 距 離 を 略 同 一 と す る こ と に よ り、 実 質 的 に も リ ブ と ス リ ッ トと

の 距 離 を 略 同 一 と す る こ と が で き る 。

[0074] 上 述 した 実 施 形 態 に お け る 各 形 態 は 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 しな い 範 囲 に お い

て 適 宜 組 み 合 わ さ れ て も よ い 。

[0075] な お 、 本 願 は 、 2 0 1 0 年 6 月 2 8 日 に 出 願 さ れ た 日 本 国 特 許 出 願 2 0 0

- 1 4 6 8 2 5 号 を 基 礎 と して 、 パ リ条 約 な い し移 行 す る 国 に お け る 法 規 に

基 づ く優 先 権 を 主 張 す る も の で あ る 。 該 出 願 の 内 容 は 、 そ の 全 体 が 本 願 中 に

参 照 と して 組 み 込 ま れ て い る 。

符 号 の 説 明

1 、 1 1 G 、 1 1 B 、 1 1 Y 、 1 1 1 R 、 1 1 G 、 1 B 1 1 1

Y 、 1 1 R 、 2 1 1 G 、 2 1 1 B 、 2 1 1 Y 、 3 R 、 3 G 、 3 1

1 B 、 3 1 1 Y 、 2 3 1 R 、 2 3 1 G 、 2 3 1 B 、 2 3 Y 、 3 3 R 、 3

3 G 、 3 3 1 B 、 3 3 Y ：副 画 素 電 極

1 3 R 、 1 3 G 、 1 3 B 、 1 3 Y 、 1 1 3 R 、 1 1 3 G 、 1 3 B 、 1 1 3

Y 、 1 3 R 、 2 1 3 G 、 2 1 3 B 、 2 1 3 Y 、 3 3 R 、 3 3 G 、 3 1

3 B 、 3 1 3 Y ：配 向 規 制 手 段

1 5 R 、 1 5 G 、 1 5 B 、 5 Y ：C S (補 助 ） 容

1 7 R 、 1 7 G 、 1 7 B 、 1 7 Y ：コ ン タ ク トホ 一 ル

1 9 、 1 1 9 C S (補 助 容 量 ） 配 線

2 〜 1 2 1 、 2 2 1 : 走 査 線

2 3 、 1 2 3 、



2 5 2 5 G 、 2 5 B 、 2 5 Y 、 5 1 2 5 G 、 1 2 5 B 、 2 5

Y 、 2 2 5 R 、 2 2 5 G 、 2 2 5 B 、 2 2 5 Y : T F T

2 7 、 1 2 7 、 2 2 7 、 3 2 7 : 単位画素

2 9 a 、 2 9 b . 副画素

3 3 、 2 3 3 Y 、 2 3 3 R 、 2 3 3 G 、 2 3 3 B 、 3 3 3 Y 、 3 3 3 R 、 3

3 3 G 、 3 3 3 B ：リブ

3 5 、 2 3 5 R 、 2 3 5 B 、 3 3 5 R 、 3 3 5 B : ス リツ 卜

B M ：ブラックマ トリックス



請求の範囲

[請求項 1] 複数の副画素によって 1 つの画素が構成 され る表示パネルであって、

該表示パネルは、 1 つの画素 を含む領域 を複数の矩形領域 に分 けた と

きに、該矩形領域の少な くとも 1 つが 2 つ以上の副画素 を含むように

構成 され るものであ り、

該副画素は、矩形領域の短辺 と平行な辺の長 さが略同一であ り、矩形

領域の長辺 と平行な辺の長 さが少な くとも 1 つの副画素で異なること

を特徴 とす る表示パネル。

[請求項2] 前記表示パネルは、複数の副画素が矩形状であ り、矩形状の長辺が同

—方向に並んで画素が構成 された ものであ り、

該副画素は、矩形状の短辺の長 さが略同一であ り、矩形状の長辺の長

さが少な くとも 1 つの副画素で異なることを特徴 とす る請求項 1 に記

載の表示パネル。

[請求項3] 前記表示パネルは、複数の副画素が配向規制手段 を有す る副画素電極

によって構成 され、少な くとも 1 つの副画素が 2 つ以上の該副画素電

極 を含む ものであ り、

該表示パネルにおける画素 を平面視 した場合に、配向規制手段 と副画

素電極のエ ッジとの距離が同一画素内の 2 つ以上の副画素における副

画素電極で略同一であることを特徴 とす る請求項 1 又は 2 に記載の表

示パネル。

[請求項4] 前記表示パネルは、複数の副画素が 2 種 以上の配向規制手段 を有す る

副画素電極 によつて構成 され るものであ り、

該表示パネルにおける画素 を平面視 した場合に、 1 種の配向規制手段

と他の 1 種の配向規制手段 との距離が同一画素内の 2 つ以上の副画素

における副画素電極で略同一であることを特徴 とす る請求項 1 又は 2

に記載の表示パネル。

[請求項5] 前記画素は、パネル主面を平面視 した ときに、表示領域 内における、

前記副画素が配置 されている領域以外の領域 に、矩形状の遮光領域 を



有す る

ことを特徴 とす る請求項 1 〜 4 の いずれかに記載の表示パネル。

前記遮光領域 は、薄膜 トランジスタが配置 され る

ことを特徴 とす る請求項 5 に記載の表示パネル。

前記遮光領域 は、柱状スぺーザが配置 され る

ことを特徴 とす る請求項 5 又は 6 に記載の表示パネル。

前記遮光領域 は、副画素電極及び 又は補助容量配線が配置 され る

ことを特徴 とす る請求項 5 〜 7 の いずれかに記載の表示パネル。

前記表示パネルは、画素の行方向で、 1 つの画素に含まれ る同一行方

向の副画素数の 自然数倍 ごとに各色 を示すための副画素電極の電位の

極性 を反転 させ る

ことを特徴 とす る請求項 1 〜 8 の いずれかに記載の表示パネル。

前記一対の基板の一方は、走査線 と、信号線 と、補助容量配線 と、該

走査線及び該信号線のそれぞれ と接続 された薄膜 トランジスタと、該

薄膜 トランジスタと接続 された副画素電極 とを備 え、

該一対の基板の他方は、対向電極 を備 え、

前記副画素電極 は、一つの副画素に対応 して配置 され、

面積の大 きい副画素は、そのスィ ツチング素子の大 きさ及び補助容量

の大 きさの少な くとも一つが面積の小 さい副画素のそれ らよ りも大 き

い

ことを特徴 とす る請求項 1 〜 9 の いずれかに記載の表示パネル。

前記表示パネルは、表示素子 と して液晶層 を用 いる液晶表示パネルで

のる

ことを特徴 とす る請求項 1 〜 1 0 の いずれかに記載の表示パネル。

請求項 1 〜 1 1 の いずれかに記載の表示パネル を備 えることを特徴 と

す る表示装置。
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